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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第１四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 45,885 18.3 1,690 － 1,302 － 713 138.9

2022年12月期第１四半期 38,792 △4.2 △230 － 72 △96.6 298 △84.5
(注)包括利益 2023年12月期第１四半期 1,102百万円( 209.9％) 2022年12月期第１四半期 355百万円(△85.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第１四半期 31.56 31.55

2022年12月期第１四半期 13.21 13.20
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年12月期第１四半期 219,100 72,759 31.2 3,021.09

2022年12月期 206,491 72,345 32.9 3,006.74
(参考) 自己資本 2023年12月期第１四半期 68,326百万円 2022年12月期 68,002百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － － － 30.00 30.00

2023年12月期 －

2023年12月期(予想) － － 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 176,500 5.9 4,500 27.3 4,000 6.3 2,600 △36.9 114.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期１Ｑ 22,984,993株 2022年12月期 22,984,993株

② 期末自己株式数 2023年12月期１Ｑ 368,404株 2022年12月期 368,346株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期１Ｑ 22,616,612株 2022年12月期１Ｑ 22,612,772株
　

※ 期末自己株式数には、「役員向け株式交付信託」が保有する当社株式（2023年12月期1Q 255,800株、2022年12
月期 255,800株）が含まれております。また、「役員向け株式交付信託」が保有する当社株式を、期中平均株式数
の計算において控除する自己株式数に含めております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が有ります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「1．当四半期決算に
関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、ウィズコロナの下で各種政策の効果もあり緩

やかな持ち直しの動きが続きました。一方で、金融緩和政策の見直しや物価上昇、供給面での制

約、金融資本市場の変動等、景気下押しリスクもあり、先行きには十分注意する必要がありま

す。

このような状況の中、当社グループは、国内では顧客対応の充実など農業構造変化への対応強

化、海外では主力市場である北米、欧州、アジアでの販売強化に努めた結果、連結経営成績は以

下のとおりとなりました。

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比7,092百万円増加し、45,885百万円(前年同期

比18.3％増加)となりました。

国内売上高は前年同期比5,554百万円増加の28,278百万円(前年同期比24.4％増加)となりまし

た。資材価格高騰などによる農機需要への懸念はあるものの、ウィズコロナ展示会の開催など営業

活動の推進により４月からの価格改定への駆け込み需要を捉え、農機製品及び作業機が増加となり

ました。また、収支構造改革の柱である補修用部品及び修理整備等のメンテナンス収入も伸長しま

した。

海外売上高は前年同期比1,538百万円増加の17,607百万円(前年同期比9.6％増加)となりました。

北米はコンパクトトラクタ市場の調整局面が継続し減少となりました。欧州は小売店における旺盛

なシーズン前の需要を捉えた出荷増に加え、前年下期よりIseki-Maschinen GmbHを連結子会社化し

たこともあり増加となりました。アジアでは前年同期にあった韓国での排出ガス規制に伴う出荷前

寄せの剥落により減少となりました。

営業利益は1,690百万円（前年同四半期は営業損失230百万円）となりました。増収による売上総

利益の増加に加え、価格改定効果などにより増加となりました。

経常利益は、前年同期比1,229百万円増加の1,302百万円（前年同期比1,685.1％増加）となりま

した。

税金等調整前四半期純利益は前年同期比1,225百万円増加の1,234百万円（前年同期比14,966.2％

増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比414百万円増加の713百万円（前年同期

比138.9％増加）となりました。

商品別売上状況につきましては、次のとおりであります。

〔国内〕

整地用機械(トラクタ、耕うん機など)は7,078百万円（前年同期比21.2％増加）、栽培用機械

(田植機、野菜移植機)は2,131百万円（前年同期比26.1％増加）、収穫調製用機械(コンバイン

など)は3,901百万円（前年同期比86.6％増加）、作業機・補修用部品・修理収入は9,262百万円

（前年同期比13.5％増加）、その他農業関連(施設工事など)は5,904百万円（前年同期比19.4％

増加）となりました。

〔海外〕

整地用機械(トラクタ、芝刈機など)は12,550百万円（前年同期比8.0％増加）、栽培用機械

(田植機など)は944百万円（前年同期比17.9％減少）、収穫調製用機械(コンバインなど)は33百

万円(前年同期比96.8％減少)、作業機・補修用部品・修理収入は1,754百万円（前年同期比68.9

％増加）、その他農業関連は2,324百万円（前年同期比91.7％増加）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

〔資産〕

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12,608百万円増加し

219,100百万円となりました。主に、現金及び預金の減少1,528百万円、受取手形、売掛金及び

契約資産の増加10,461百万円、棚卸資産の増加3,078百万円によるものであります。

〔負債〕

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ12,194百万円増加し

146,340百万円となりました。主に、短期借入金及び長期借入金の増加12,233百万円によるもの

であります。

〔純資産〕

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ413百万円増加し

72,759百万円となりました。主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上713百万円、剰余

金の配当686百万円、為替換算調整勘定の増加185百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期の増収増益は当初想定の範囲内であり、業績予想の修正はしておりません。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断しており、今後の様々な要因

の変化により、当業績予想と乖離する可能性があります。予想の修正が必要な場合には速やか

に公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,749 9,220

受取手形、売掛金及び契約資産 27,574 38,036

商品及び製品 53,562 57,154

仕掛品 10,335 9,790

原材料及び貯蔵品 1,434 1,464

その他 5,792 6,056

貸倒引当金 △33 △60

流動資産合計 109,414 121,664

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,271 25,973

土地 44,744 44,719

その他（純額） 12,902 13,156

有形固定資産合計 83,919 83,850

無形固定資産 2,309 2,431

投資その他の資産

投資有価証券 5,686 5,926

その他 5,816 5,895

貸倒引当金 △654 △667

投資その他の資産合計 10,848 11,154

固定資産合計 97,076 97,435

資産合計 206,491 219,100
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,457 21,503

電子記録債務 26,042 23,621

短期借入金 26,754 33,910

1年内返済予定の長期借入金 13,537 14,257

未払法人税等 588 693

賞与引当金 566 962

その他 11,241 11,170

流動負債合計 98,189 106,119

固定負債

長期借入金 20,811 25,168

再評価に係る繰延税金負債 4,097 4,097

役員退職慰労引当金 163 149

役員株式給付引当金 18 24

退職給付に係る負債 3,244 3,248

資産除去債務 908 909

その他 6,711 6,624

固定負債合計 35,956 40,221

負債合計 134,146 146,340

純資産の部

株主資本

資本金 23,344 23,344

資本剰余金 13,139 13,139

利益剰余金 21,131 21,158

自己株式 △591 △591

株主資本合計 57,023 57,051

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 482 649

繰延ヘッジ損益 8 △15

土地再評価差額金 8,835 8,835

為替換算調整勘定 1,142 1,328

退職給付に係る調整累計額 510 478

その他の包括利益累計額合計 10,978 11,275

新株予約権 12 12

非支配株主持分 4,330 4,419

純資産合計 72,345 72,759

負債純資産合計 206,491 219,100
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 38,792 45,885

売上原価 27,985 32,103

売上総利益 10,807 13,782

販売費及び一般管理費 11,038 12,091

営業利益又は営業損失（△） △230 1,690

営業外収益

受取利息 36 38

受取配当金 17 25

為替差益 285 138

その他 271 206

営業外収益合計 611 408

営業外費用

支払利息 136 219

持分法による投資損失 79 141

シンジケートローン手数料 31 386

その他 59 50

営業外費用合計 307 797

経常利益 72 1,302

特別利益

固定資産売却益 12 6

その他 0 －

特別利益合計 13 6

特別損失

固定資産除売却損 40 11

減損損失 37 63

特別損失合計 77 74

税金等調整前四半期純利益 8 1,234

法人税、住民税及び事業税 259 729

法人税等調整額 △536 △229

法人税等合計 △277 499

四半期純利益 285 734

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△13 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 298 713
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純利益 285 734

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △61 167

繰延ヘッジ損益 △44 △31

為替換算調整勘定 242 226

退職給付に係る調整額 △61 △32

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 37

その他の包括利益合計 70 367

四半期包括利益 355 1,102

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 363 1,010

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 91
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時

価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針

が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸

表に与える影響はありません。

　


